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＜連絡事項＞
・R2年春健康診断結果配布について。
【日時】
7/8（水）　9:00～9:15　16:00～16:15

　　7/9（木）　9:00～9:15　16:00～16:15　
【場所】
　　病院2F会議室　　　　　　※上記期間での受け取りがない場合は、後日配付します。

＜患者様連絡事項＞
・玉岡　公子様～臨時薬が同内容で2日分処方となる。
・小笠原　久年様～臨時薬一部内容変更となり、7日分処方となる。
・久保　興介様～臨時薬　コントミン糖衣錠５０ｍｇ2T　2×朝夕　2日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。他室に訪室はあるがトラブルはなし。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。やや多動性あり、室内の徘徊が多く見られている。開放観察時も他者のコップでの飲水行為あり。他者が不穏となるため、早めに観察を終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～時間隔離中(20時～6時)。積極的に作業療法に参加している。妄想言動は持続しているが、他者トラブルなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・和田　昌様～日中はホールで過ごし、他者の不穏な行動に対して大声で叫んでいる。自分の気分の高さに気付きはあり、静かに過ごすために他者とトランプをしたり、将棋をしたりする場面も見られている。
・小笠原　久年様～自分のお金を狙っている人がいる、お金を盗られるという妄想、幻聴の訴えから大声を出して、自室の壁を叩く行為あり。10:00に継続指示のレボトミン（25）1T内服し、その後は落ち着いている。

・中村　聡様～頻回に来詰して、退院要求的な言動、入浴要求など同内容の話を繰り返し訴えてくる。スタッフを変えて複数のスタッフに同内容の訴えを頻回にしている。女性への話し掛け時にはニヤツキながら頻回にボディタッチする場面もあり、介入している。
・下村　光子様～架電要求あり。友人に電話しても気持ちが満たされず更に架電を要求してくる。自室で過ごし他者との交流は見られず、迷惑行動やトラブル無く過ごしている。
・飯岡　未来様～朝食は時間をかけて自力で1/2摂取。昼食は点滴中のため、介助するが拒食。小声での独語聞かれているが、声掛けには返答なし。
・久保　興介様～他者トラブルは無いが奇異行動見られている。
・木村　格治様～スタッフに対し高圧的態度見られず、依存的である。日中、多量黒色便の便失禁みられているが、腹部不快感などの症状訴えは聞かれていない。
・飯岡　裕子～バイタルサイン異常無し。フェイススケールは3～4で経過。活気の無さは
持続。
・石田　信幸様～体重を測り痩せた事を気にしているが切迫感は無い。落ち着いておりALP開始の指示頂いている。
＜馬渡Dr.診察情報＞
・下村　光子様～リスペリドン(3)→(4)へ増量となる。母様に連絡をつけ、退院後について検討できるようにしていく。
・宮崎　宏之様～バルプロ酸(800)→(1000)へ増量となる。
・小山田　チヤ様～臨時薬メマリー(5)増薬となる。他同内容で処方。
・笹川　清様～臨時薬は同内容で処方。MG、Ba交換指示頂く。
・工藤　禮子様～トラゾドン(25)→(50)へ増量となる。他同内容で処方。利尿薬については田中Dr.とも相談するよう指示あり。
・小松　忠夫様～臨時薬同内容で処方。7/8　Ba交換の指示頂く。
・庭田　美紀子様～退院時処方頂く。初外来日7/21。
・木村　茂様～オランザピン(7.5)→(10)へ増量となる。
・木村　美智子様～CRP高く、尿路感染疑いありレボフロキサシン7日分処方。
＜入院患者様情報＞
日時：R2.7.7　10:58

　　氏名：奈良　ソヨ（なら　そよ）様

生年月日：昭和7年6月5日（88）

　　病名：混合型認知症

　合併症：神経症・不眠症・統合失調症

　　性別：女性

　主治医：田名部Dr.

入院形態：医療保護入院

　  病棟：東病棟合併症室

　

(経過）

　老人保健施設ひばりの里へ入所中。

R1年頃より感情の起伏が激しくなり、意にそぐわないことがあればスタッフの手を払いの
ける、蹴飛ばす等の粗暴行為が目立ってきていた。同時期より拒食もあるが、半量程摂取
できており、嗜好品・水分摂取はできていた。
R2.6月後半より拒食がひどくなり、拒薬、拒絶、介護抵抗が悪化。希死的な発言も聞かれ
ており、点滴を検討するが自己抜去の可能性が高く、施設対応困難な状態である事から

入院の調整依頼があった。症状改善目的の為、東病棟合併症室へ医療保護入院となる。
・CSセット：Bプラン　オムツ➁

・売店：購入可（上限なし）糖尿病との家族からの情報。
・緊急時：当院での対応

・義歯：無（自歯）

※R2.11月　市民病院循環器内科受診予定（ペースメーカーの点検）

